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膀 胱 内 ホ ル マ リン注 入 に よる シ ョッ ク の1例
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A CASE OF SHOCK FOLLOWING INTRAVESICAL 

        FORMALIN INSTILLATION
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   A case of shock following intravesical formalin instillation for massive bladder hemorrhage 
owing to post-radiation cystitis is reported. A 79-year-old woman had been treated with external 
irradiation for cancer of the uterine body in 1981. She was suffering from massive hematuria 
after hysterectomy in 1988. No hemostatic procedures were effective. Then we instilled 10%  for-
malin into her bladder. After the instillation she entered a state of allergic shock. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 841-843, 1992) 
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緒 言

膀胱腫瘍,放 射線性膀胱炎,ま たは出血性膀胱炎な

どによる難治性 の膀胱 出血は治療 に抵抗す ることが少

なくない.1969年 にBrownが 難 治性 の膀胱 出血に対

する膀胱内ホルマ リン注入療法を提唱 して以来1),広

く施行 されてきたが,反 面,多 くの合併症 も報告 され

るようになった.

今回,わ れわれは膀胱内にホルマ リンを注入 した直

後に シ ・ノクを起 こ した症例を経験 した ので若干 の文

献的考察を加 える.

症 例

患者:H.S.79歳,女 性

主訴:右 尿管損傷 膀 胱出血

既往歴:1981年,子 宮癌(CIS)に 対 し放射線療法

施行

家族歴:特 記すべ きことな し

現病歴=1987年9月 頃 よ り,不 正性器 出MLが 出現 し

たため,同 年12月16日,大 阪大学医学部付属病院産婦
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人科 を 受診 した.子 宮頸 癌 の診 断 で1988年,2月4日,

単 純 子 宮 全 摘 出術 を施 行 し,こ の際 術 中 に右 尿管

を 損 傷 した た め,右 膀 胱 尿 管新 吻 合 術 を施 行 した.そ

の 後,吻 合 部 の壊 死 に よ る尿管 痩 を 認 め たた め,3月

8日,右 腎 痩 を造 設 した.こ の頃 よ り血 尿 が 持続 し,

膀 胱 タ ンポ ナ ーデ を 頻 回 に起 こす よ うに な り,止 血剤

の投 与 やthreewaycatheterに よる持 続 洗 浄 も効 果

が な い た め,4月4日,経 尿道 的 凝 固術 を 施 行 した.

しか し,そ の後 も血 尿 の 改善 が み られず,頻 回 の輸 血

を 必 要 と した た め,4月25日,膀 胱 内 に ホ ルマ リソを

注 入 した。

入 院 時検 査 所 見:一 般 検 血 でRBC348×104/mm3,

Hblo.49/dl,Hct33.3弩 と軽 度 の貧 血 を認 めた が,

生 化 学 検査 で は異 常 を認 め なか った.ま たPT55%,

線 維 素 溶解 現 象(十),ヘ パ プ ラス チ ンテ ス ト45%と

止 血機 能 の低 下 を 認 めた.CEA6・6ng/ml,フ ェ リチ

ソ590ng/ml・

検 尿所 見:RBCmany,WBCmany・

X線 検 査:膀 胱造 影 では,膀 胱 は不 整 形 を 呈 し,膀

胱 容量 は300mlで あ り,VURは な く凝 結塊 が充 満

して いた.ま た右 順 行 性 腎 孟 造影 で は,右 尿 管 は仙 陽

関 節 よ り約1～2cmで 閉 塞 して い た.

膀 胱 内 ホ ル マ リン注入 後 の 経過:腰 椎 麻 酔 下,100

mlの10%ホ ル マ リ ン液 を膀 胱 内に 注 入 した.約10分
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TableLResults,methods,andcomplicationsofintravesicalformalininstillation,
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後に強い努責 とともに眼球が上転 し,血 圧が急激に低

下,呼 吸 も停止 したため,ホ ルマ リンを回収す るとと

もに,エ ピネフ リンの投与を開始 した.約10分 間の血

圧 測定不能状態が続 いた後,約30分 間,最 高血圧が40

～50の 状態が続 いた.昇 圧剤,輸 血,ス テロイ ド剤,

気 管内挿管 等に よる蘇生を はか り,ホ ル マ リン注 入

後,約60分 で血圧は術前 まで回復 した.

そ の後呼吸,循 環動態は安定 した ものの,意 識は改

善せず,脳 波所見では特に中脳や上位脳 幹障害が疑わ

れた.ま た頭部CT所 見では焦点 となる部位は存在

せず,大 脳皮質,脳 幹共 にやや低吸収域 の部分が認め

られた.こ れ らの所見は低酸素状態に よるもの と考 え

られた。その後,子 宮癌のため全身状態は徐 々に悪化

し,同 年9月20日 に死亡 した,

考 察

膀胱内ホルマ リン注入療 法は1969年,Brownが 手

術不能な膀胱腫瘍に よる難 治性膀胱出血 に対す る治療

法 として報告 し,92%と 非常に 高い成 功率 を えてい

るD.そ の後,諸 家にて同法が行われ,同 様に高い成

功率がえ られてい る反面,重 篤な合併症や副作用が報

告 され るよ うに な った,そ の 主 な も の は(Table

l)に 示す ようにVUR,水 腎症,尿 管膀 胱移 行部閉

塞など,ホ ルマ リソの尿路に対す る直接 作用に よるも

のが多い.血 中に ホルマ リソが入 った ことに よると思

われ る合併症は重篤な ものが多 く,急 性尿細管壊死は

ホルマ リソ自体の腎毒性 が最 も大 きな要因 と考え られ

ている2).こ れ らの副作用は ホルマ リンの濃度,注 入

量,注 入時間 と関連が あ り,特 にホル マ リンの濃度は

重要で濃度が上 昇すれぽ,合 併症の比率 も上 昇す ると

いわれている3).

これ らの合併症を防 ぐためにBraam4)は 以下のこ

とに注意す る必要があ ると述 べている.

①膀胱鏡,膀 胱造影,排 尿時膀胱造影等で膀胱容量を

正確 に把握 し,ま たVURの 有 無を確認す る.

②VUR.が 存在す る場 合にはFogartyの カテーテル

で尿管の末梢を閉塞 した り,reverseTrendelenbur9

体位に して逆流 を防 ぐ.

③ ホルマ リソの濃 度を下げ るよ うに利尿をつけ る.

④1%以 上 のホルマ リンは注入 しない.

⑤機能的膀胱容量を越えて注入 しない.

⑥膀 胱内圧は最大15cmH20・gを 越 えない.

さて,今 回のわれわれの ように,注 入後約IO分 とい

う短時間に シ コック状態 を起 こ した症例は きわめて稀

である.河 村 らは ウサギを用 いた研究ではあ るが,ホ

ルマ リソの膀胱壁か らの透過性が高い ことを述ぺてお

り5).ま た本症例 の場合,放 射線性膀 胱炎に対す るカ

テーテル留置や頻 回の膀胱洗浄に よ り,膀 胱壁 に潰瘍

が生 じ粘膜が傷害 され,な お一層,薬 剤が血 中に移行

しやすい状態 になっていたため,ホ ルマ リンに よるア
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ナフ ィラキ シーシ ョノクが起 こったのではないか と思、

われ る.

以上のこ とより,今 後膀胱内にホルマ リソを注入す

る場合はあ らゆ る止血法がすべて無効な時 にか ぎ り行

うべ きであ り,実 施す る際 も合併症 を熟知 し,救 急の

処置を行える準備を してお く必要 があると思われ る。

結 語

78歳,女 性にみ られた放射線性膀胱炎に対 して,膀

胱内にホルマ リンを注入 した ところ ショックを起 こし

た1例 を報告 した とともに,若 干の文献的考察を加え

た.

なお.本 論文 の要旨は第126回 日本泌尿器科学会 関西地方

会において発表 した.
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